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2023年度入学者選抜小論文問題 
選抜区分・名称 学 科 問 題 文 

学校推薦型選抜 

公募型 Ⅰ期 
  

令和 4 年度子ども・若者白書では、15～39 歳の若年無業者の数は、令和

3 年で 75 万人であり、15～39 歳人口に占める割合は 2.3％であった。また、

令和 2 年版労働白書では、2019 年度の起業の担い手推移は、以下の通りで

ある。 

 

 

問１ NEET の正式名称を(a)～(c)の中から１つ選択し解答欄に記 

 入しなさい。 

 

(a) Not in Education, Employment or Training 

(b) Non Education Employee Training 

(c) No Education Employment Training  

 

 

問２ 労働白書で報告されている起業の傾向について、不適切なものを(a)

～(c)の中から１つ選択し解答欄に記入しなさい。 

 

(a) 起業希望者は 2007 から 2017 にかけて減少している。 

(b) 起業準備者に対する起業家の割合は減少している。 

(c) 起業家の割合は減少している。 

 

 

問３ 資料を踏まえて、以下の 2 点について、あなたの考えを解答用紙に

600 字以上 800 字以内で記述しなさい。（１）就業希望の若年無業者が仕

事を得るためには、どのような対策が必要だと思いますか。（２）新型コ

ロナウイルスの感染拡大以降、生活様式や働き方、また小学校・中学校・

高校・大学のあり方も変化しました。今後、大学では何を学んで将来ど

のような仕事をしたいですか。  



2023年度入学者選抜小論文問題 
選抜区分・名称 学 科 問 題 文 

学校推薦型選抜 

公募型 Ⅱ期 
  

2022 年度経済財政白書によると、脱炭素に向けた動きは、エネルギー以

外の鉱物資源の価格にも影響を及ぼしている。例えば、電気自動車や再生

可能エネルギー発電施設は、これまでと比べて多くの配線や蓄電装備を必

要とし、これら向けの銅、ニッケル、マンガン、コバルトなど多くの鉱物

資源を必要とする。国際エネルギー機構（IEA）によれば、電気自動車は従

来型自動車の 6 倍の鉱物資源を使用するとされる。 

 

 

問１ 国際エネルギー機構（IEA）の正式名称を (a)～(c)の中から１つ選択し 

 解答欄に記入しなさい。 

 

(a) International Energy Agency 

(b) Internal Electric Agency 

(c) Intensive Energy Agency 

 

 

問２ この白書で報告されている電気自動車普及の影響について示唆され

ることで、適切さを最も欠くものを(a)～(c)の中から１つ選択し解答欄に

記入しなさい。 

 

(a) 電気自動車が普及すると、銅を節約することができる。 

(b) マンガンは従来型自動車にも使われている。 

(c) 電気自動車は従来型自動車より多くの鉱物資源を必要とする。 

 

 

問３ 資料を踏まえて、あなたの考えを解答用紙に 600 字以上 800 字で記

述しなさい。（１）電気自動車の普及は、環境に対してどのようなメリッ

トとデメリットをもたらしますか。具体的なメリットとデメリットを挙

げてあなたの考え方を述べなさい。（２）技術革新によって、新たな製品

が生み出されてきましたが、それと同時に環境を守ることも必要になり

ました。社会が変化していく中、どのように環境を守っていけば良いで

しょうか。また、今後、大学では何を学んで将来どのような仕事をした

いですか。 



2023年度入学者選抜小論文問題 
選抜区分・名称 学 科 問 題 文 

学校推薦型選抜 

公募型 Ⅲ期 
 

令和元（２０１９）年版消費者白書によると、デジタル化の進展により、

IoT5 や AI 等の新技術が社会実装され、今までにないビジネスモデルも登場

してきているということです。革新的な商品・サービスや新たなビジネス

モデルの登場に

より、消費者の利

便性はますます

高まっています

が、新たな消費者

問題も生じてい

くことが考えら

れます。クレジッ

トカードや電子

マネーの利用も

大きく増加して

おり、現金以外

での決済の利便

性も消費者に認識されるようになりました（図１）。近年は、通貨のような

機能を持つ電子データである「暗号資産（仮通貨）」も支払・資金決済ツー

ルとして利用されています。このような決済手段の多様化・高度化は消費

者の利便性の向上に寄与していますが、カード情報の漏えいや悪用、悪質

商法の支払手段として利用されるなどの消費者トラブルも生じるように

なってきました。（令和元（２０１９）年版消費者白書を一部改変） 

 

 

問１ 傍線部「AI」は「人工知能」の略称ですが、英語表記として最も適切なもの

を、(a)～(c)の中から１つ選択して、解答欄に記入しなさい。 

 

(a) Artificial Insemination 

(b) Artificial Intelligence 

(c) Artistic Intelligent 

 

 

問２ この白書や図で示唆されていることで、適切さを最も欠くものを、

(a)～(c)の中から１つ選択して、解答欄に記入しなさい。 

 

  (a) 電子マネーやクレジットカードは、この約 10 年間で徐々に浸透、 

    定着しつつある。 

(b) 技術革新によって、消費者の決済手段は多様化、かつ、高度化して   

    浸透している。 

(c) 電子決済は社会の深部に浸透しつつあるため、現金への信頼が揺ら  

ぎかけている。 

 

 

問３ （１）問題文や上記の資料を踏まえて、現金以外の支払方法がもた

らす影響について、あなたの体験を踏まえて、あなたの考えを、解答用

紙に 600 字以上 800 字以内で記述しなさい。 

（２）上記の資料にあるように、社会全体の消費者意識が変動すると、大

学生の意欲・関心や職業意識も変わる可能性があります。それを踏まえ

て、今後、大学では何を学んで、将来、どこでどのような仕事をしたい

と思っていますか。あなたの考えを、解答用紙に 600 字以上 800 字以内

で記述しなさい。 

図１ キャッシュレス支払額と民間最終消費支出に占める比率 

     （一部改変） （出典）令和元（２０１９）年版消費者白書 

・棒グラフ：上から 電子マネー デビット クレジット を示す 

・折線グラフ：支払比率 を示す 



2023年度入学者選抜小論文問題 
選抜区分・名称 学 科 問 題 文 

特別選抜 

編入学一般 Ⅱ期 
人間社会学科 

令和 4 年度の観光白書によると、国際観光客は、新型コロナウイルス感

染拡大前の 2019 年（令和元年）と比較すると、世界全体では 2020 年（令

和２年）４月に 2019 年（令和元年）同月との比較でマイナス 97％と底を打

って以降は、一進一退ではあるものの、徐々に回復基調にあります。しか

しながら、2021 年（令和３年）末の段階においても 2019 年（令和元年）同

月に比べてマイナス 63％となっています。また、国際観光客数を地域別で

みると、欧州は、2020（令和２年）年 10 月から 2021 年（令和３年）５月に

かけては再び低迷したものの、同年６月以降はおおむね回復が続いていま

す。また、アメリカは、2020 年（令和２年）４月以降、だんだん回復して

います。世界全体としては緩やかに回復している中で、アジア太平洋の回

復の遅れが目立っています。 

 

 

（１） 回復の遅れている地域はどこですか。 

A アジア    B アメリカ    C 欧州 

 

（２）あなたならアジアの観光客数回復について、どのようなことを提案

しますか。これまでの学びとつなげて提案してください。（３）本学に編入

後、大学で何を学び、将来どのような仕事をしたいですか。（２）（３）に

ついて、あなたの考えを解答用紙に 600 字以上 800 字以内で記述してくだ

さい。  

特別選抜 

社会人一般 前期 
 

 令和 4 年度少子化社会対策白書によると、夫婦に尋ねた理想的な子供の

数（平均理想子供数）は 1987 年から低下傾向にあり、2015 年は 2.32 人と、

過去最低を更新しています。また、夫婦が実際に持つつもりの子供の数（平

均予定子供数）も、過去最低である 2.01 人となっています。また、予定子

供数が理想子供数を下回る夫婦の理想の子供数を持たない理由としては、

「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」（56.3％）が 2010 年の前回調査

（60.4％）からは低下したものの最も多く、30～34 歳で 8 割を超えていま

す。次に多いのが、「高年齢で生むのはいやだから」（39.8％）や「欲しいけ

れどもできないから」（23.5％）であり、それぞれ前回調査から上昇してい

ます。これらを年代別にみると、年代が高くなるほど、その割合が高くな

る傾向がみられ、40～49 歳ではそれぞれ、約 5 割、約 3 割となっています。 

これらのことを踏まえて、以下の 2 点について、あなたの考えを解答用

紙に 600 字以上 800 字以内で記述しなさい。（１）少子化の要因とは何か、

またあなたの考える少子化対策とはどのようなものか、（２）社会人として

の経験を踏まえたうえで、大学では何を学び、その知識を今後どのように

活かしたいのか。  



2023年度入学者選抜小論文問題 
選抜区分・名称 学 科 問 題 文 

特別選抜 

留学生一般 Ⅰ期 
  

2022 年度経済白書によると、個人消費は 2021 年 10 月以降、回復してき

ています。これは、緊急事態宣言が解除されて消費者がお金を遣う場所が

増え、個人消費が改善したからです。自動車の販売台数は、2021 年 10 月以

降は半導体減少の影響はあるものの、持ち直しています。家電販売額は、

2021 年前半にかけて、在宅時間の長期化に伴う巣ごもり需要の高まりや東

京オリンピック・パラリンピックの関連需要のため、エアコンや洗濯機、

テレビ、ゲーム機などが売れましたが、東京オリンピック・パラリンピッ

クが終わり、また天候不順で来客が減り、6 月から 8 月にかけてはあまり

売れませんでした。これに対して、飲食料品を多く取り扱うスーパーの

2021 年度販売額は、2020 年 1 月を１００％とした時、103％から 107％と

100％以上を維持しています。外食の売上高は、2020 年末にかけての感染再

拡大や営業時間短縮で特に「パブレストラン・居酒屋」の売り上げが、2020

年 1 月を１００％とすると、2021 年 5 月、9 月はマイナス 90％と低下しま

したが、10 月以降回復してきています。旅行取扱額も、国内旅行は 2020 年

末以降、2019 年を１００とすると 8 割近く落ち込みましたが、感染者数減

少や宣言解除のおかげで、9 月以降回復してきています。 

これを踏まえ、以下の２点について、あなたの考えを解答用紙に 600 字

以上 800 字以内で記述しなさい。（１）コロナ禍の中、日本の個人消費はど

のような傾向を表しているか、またその原因は何でしょうか。（２）日本で

何を学んで、将来どんな仕事をしたいのでしょうか。 

特別選抜 

留学生一般 Ⅱ期 
  

2021 年消費者庁の消費者意識基本調査などによれば、現在の若者の意識

やコミュニケーションの現状は、次のとおりであることが分かりました。 

「現在意識的にお金をかけているもの」を聞いたところ、「食べること」

と回答した人の割合は、10 歳代後半が 48.3％、20 歳代が 50.0％であり、全

体の 48.6％と同様に、若者が最もお金をかけていることでした。 

また、若者は、「理美容・身だしなみ」、「交際（他人との飲食を含む）」、

「ファッション」、「通信（電話・インターネット等）」、「スポーツ観戦・映

画・舞台鑑賞等」、「参加型のイベント（音楽／グルメフェス、コンサート、

ファンイベント等）」、「有名人やキャラクター等を応援する活動（グッズ購

入等）」にお金をかけている人の割合が、全体よりも高くなっています。 

特に、「参加型のイベント（音楽／グルメフェス、コンサート、ファンイ

ベント等）」と回答した人の割合は、全体の 6.6％に対して 10 歳代後半が

16.3％、20 歳代が 16.5％、「有名人やキャラクター等を応援する活動（グッ

ズ購入等）」は、 全体の 6.6％に対して 10 歳代後半が 32.9％、20 歳代が

22.2％であり、若者に特徴的な消費形態ということです（令和４年版消費者

白書を一部改変）。 

これらのことをふまえて、（１）あなたは、消費活動をどのように考えて

いて、どのような部分にお金をかけていますか。自分の体験をふまえて、

あなたの消費活動の特徴を述べてください。 そして、今後、そのような消

費活動の中で、（２）大学では何を学んで、将来、どこでどのような仕事を

したいと思っていますか。 

この２点について、あなたの考えを、解答用紙に 600 字以上 800 字以内

で記述してください。 



2023年度入学者選抜小論文問題 
選抜区分・名称 学 科 問 題 文 

特別選抜 

留学生一般 Ⅲ期 
  

2022 年度情報通信白書によると、新型コロナウイルス感染症拡大によ

り、感染症対策として人との接触を減らすことが推奨されていたこと等を

背景とし、オンラインでの商品注文・購入、インターネットでの動画視聴

などの自宅で消費できる「巣ごもり消費」が伸びており、スマートフォン

等を活用し、インターネットを通じてオンラインでの商品注文・購入が増

加している。インターネットショッピングを利用する世帯の割合は、2020

年 3 月以降に急速に増加し、その後は二人以上の世帯の約半数以上が利用

する状況が続いている。例えば、飲食分野においては、インターネットで

注文し、飲食店から食事を配達してくれる宅配サービスが、大都市を中心

に利用が増えている。また、e コマースにおいても、プラットフォームサー

ビス等を利用せず、自ら開設したウェブサイトを通じた販売が増加してい

る。このように、自らが企画・生産した商品を消費者に対して直接販売す

る動きが加速している。これにより、大都市の消費者が地方の個人や小規

模店舗から商品を購入することが可能となるなど、新たなつながりも生じ

る。このような消費行動の変化は、単なる一過性のものではなく、今後の

産業構造が大きく変化することにつながる可能性がある。 

これを踏まえ、以下の２点について、あなたの考えを解答用紙に 600 字

以上 800 字以内で記述してください。（１）コロナ禍の中、消費行動はどの

ような傾向を表しているか、またどんな可能性がありますか。（２）日本で

何を学んで、将来どんな仕事をしたいのでしょうか。 



2023年度入学者選抜小論文問題 
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